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1.はじめに 

 鋼・コンクリート合成床版(以下，合成床版)は，底鋼板とコンクリートをずれ止めなどで合成させた耐久性に

優れた床版コンクリートとして近年多く使用されている．その一方，底鋼板とコンクリートとの付着が切れた場

合は，そこに水が浸入し，底鋼板上に滞水する恐れがある．合成床版では，この滞水を確認することが困難であ

るため，付着切れを生じさせないように底鋼板とコンクリートとの付着性能を高めることが重要となる．そのた

め，本研究ではポリマーセメントモルタル(以下，ゴムラテックスモルタル)の鋼およびコンクリート双方との高

い付着性に着目し，コンクリートと底鋼板との境界にゴムラテックスモルタルを挟み込むことで，その付着性能

を向上させることを目的として，付着性能と浸水性・滞水性について確認試験を行った． 

2. 付着強度試験 

2.1 試験概要 

 図-1 に示すような合成床版を模した試験体の底板に，ゴム

ラテックスモルタルを 1mm および 3mm 吹き付けた場合，お

よび比較用に吹き付けを行わない場合の 3 種類を各 5 体,合計

15 体作製した．なお，ゴムラテックスモルタルは，スチレン

ブタジエンゴム(SBR)を主成分とした混和液と速硬セメント

を含むパウダーから成り，その配合および物性を表-1に示す．

また，ゴムラテックスモルタルの吹き付け後に打設するコン

クリートの配合を表-2 に示す．付着強度は，コンクリートの 28 日強度

を確認後，建研式試験機を用いて 40mm×40mm の切り抜き鋼材の引張強

度で確認した． 

2.2 試験結果 

試験体の付着強度を表-3に，試験体の状況を写真-1に示す．試験体

にゴムラテックスモルタルを吹き付けない場合は，写真-1(左側)に示す

ように，破断位置はすべて鋼板とコンクリートとの境界面であり，その

付着強度は 0.8N/mm2であった．一方，鋼板とコンクリートとの間にゴ

ムラテックスモルタルを 1mm 挟み込むことにより，破断位置

はコンクリート内部へと変化し，付着強度は 1.9N/mm2となり，

ゴムラテックスモルタルを吹き付けないときの約 2.4 倍に向

上した．また，ゴムラテックスモルタルを 3mm に増厚した場

合は，2.2N/mm2と付着強度がさらに増加した． 
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表-1 ゴムラテックスモルタルの配合 

表-2 コンクリートの配合 

写真-1 付着試験結果
(左：吹き付け厚 0mm、右：吹き付け厚 1mm) 

図-1 試験体の形状 

表-3 各試験体の付着強度 
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3.滞水確認試験 

3.1 試験概要 

コンクリート内に水が浸入した場合の周囲への

浸透性および底鋼板への滞水性の確認を図-2 に示

す試験体により実施した．試験は，中央部分に箱抜

き孔を設けた試験体にコンクリートを打設し，養生

期間完了後に箱抜き孔部分に色水を注水して1ヶ月

間静置した．その後，試験体を切断し，コンクリー

ト断面および底面の状況から浸透および滞水の確

認をした． 

3.2 試験結果 

試験体の切断面を写真-2に，コンクリート底面側の鋼板の状況を写真

-3，写真-4 に示す．写真-2 より，ゴムラテックスモルタルを吹き付け

ない試験体は，切断時の振動により鋼板とコンクリートで剥離してしま

っているが，ゴムラテックスモルタルを吹き付けた試験体は，切断時の

振動においても鋼板とコンクリートとの密着性を確保していた． 

次に，切断した試験体を解体し，鋼板底面の状況を確認した．写真-3

により，ゴムラテックスモルタルを吹き付けていない試験体は，鋼板と

コンクリートのすき間から浸水が認められ，一定の範囲に広がるように

滞水していた．一方，写真-4のゴムラテックスモルタルを吹き付けてい

る試験体では，コンクリートとゴムラテックスモルタルの境界部に若干

の水の浸入が確認できるが，鋼板面には着色が見られず，鋼板面への滞

水が認められないことから，一定の止水性が確保されていることが確認

できた． 

 

 

 

 

 

 

4.まとめ 

 今回の試験により，得られた結果を以下に示す． 

(1)ゴムラテックスモルタルを吹き付けた試験体の付着強度は，ゴムラテックスモルタルを吹き付けていない試験

体と比較して，1mm のときは約 2.4 倍，3mm のときは約 2.8 倍に増加した． 

(2)滞水確認試験の結果，ゴムラテックスモルタルとコンクリートとの境界面は，若干の浸水が認められる． 

(3)滞水確認試験の結果，鋼板面には水分の浸透が認められず，鋼板面は滞水を防止できる． 
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図-2 滞水試験供試体の形状 

写真-2 滞水試験切断面状況

写真-3 滞水試験底面鋼板状況(吹き付けなし)
(左：全体、右：注水孔付近拡大) 

写真-4 滞水試験底面鋼板状況(吹き付け 1mm)
(左：全体、右：注水孔付近拡大) 

(吹き付け厚 0mm) 

(吹き付け厚 1mm) 
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